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第 2 章では，従来より真空蒸着法で作成されている Zn S : Eu 蛍光体薄膜に含まれる微小粒子の発
生原因を明らかにし，微小粒子を低減するための新しい蒸着装置，作成プロセス，および大粒経 Zn S 
焼結体ペレットについて述べた。
第 3 章では，高周波スパッタリング法により，非熱、平衡状態で形成した Sn02: Eu 蛍光体薄膜の，
異常な結晶構造の凍結により生じた Eu3 + イオンの発光について，また，希土類元素 (R E) と共付活
剤としての燐 (P) を添加した ZnS:RE ， P 蛍光体薄膜において， P がその結晶性や発光特性にお
よぼす影響について検討した。
第 4 章では，蛍光体薄膜の組成比の精密な制御と結晶性の向上を目的とし， S r S : Ce, Cl 薄膜を
活性蒸着法により，また， CaS エピタキシャル薄膜，および新しい蛍光体母体材料として期待される，
ウルツ鉱型 Mn S エピタキシャル薄膜を分子線エピタキシ一法により成長させ，それぞれの電気光学
的特J性や結晶特J性について考察した。




第 6 章では，カラー EL表示装置の可能性を調べるため， Zn S : T b , F 蛍光体薄膜を用い，












(3) 反応性蒸着法により組成比の優れた SrS: Ce 蛍光体薄膜を作成し，高効率蛍光体薄膜材料とし




(5) 3 色表示が可能な 10 インチマルチカラー EL表示装置を試作し薄型軽量の高品位表示装置とし
ての可能性を見出している O
以上のように本論文は EL表示装置に関して，蛍光体薄膜技術，低電圧で安定な駆動が可能な素子構
成技術，およびカラー表示パネル作成技術を確立したものであり，電子工学の発展に寄与するのみなら
ず，電気・電子工学や材料工学にも資するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のとして認めるO
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